
 

「三浦実験林」とは？ 

古くから木曽ヒノキの産地である三浦国有林は、冷涼多雨な気候により土壌条件が悪

く、さらに 2m 超のササに覆われるため、もともと更新（森林の再生）が難しい地域です。

これに加えて、昭和３４年の伊勢湾台風、３６年の第二室戸台風の襲来により三浦の木

曽ヒノキ天然生林は大量の風倒被害に見舞われ、当時は深刻な問題となりました。 

この事態の打開策として、昭和４１年に事業的規模の各種試験地を設定すべく「三浦

実験林」は誕生しました。５０年もの長きに渡り、３０種類を超える試験を毎年調査研究し

つづける広大な規模の実験林は、日本はもとより世界的にも稀な事例です。 

この 50 年間の歩みと研究成果を、講演会および現地見学会にて皆さまにご報告いた

します。木曽に縁のある多くの皆さまのご参加をお待ちしております。 

 

林野庁 中部森林管理局 

み  う  れ 

みうれじっけんりん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年１０月２２日（木） 講演会    場所「王滝村公民館」  

１３：００ ～ １３：３０  受 付 

１３：３０ ～ １３：４０  中部森林管理局 森林整備部長 挨拶 

１３：４０ ～ １４：１０  「三浦実験林の概要について」 森林整備部 技術普及課長 

１４：１０ ～ １５：１０  「三浦実験林におけるヒノキ天然更新技術開発の概要 -50 年の歩み‐」 

 信州大学教授 岡野 哲郎氏 

 

１５：１０ ～ １５：３０  ～～休  憩～～ 

１５：３０ ～ １６：３０  「ヒノキの天然更新を促進させるには ‐帯状皆伐更新試験を例として‐」 

国立研究開発法人森林総合研究所 

                                   研究情報科長 森澤 猛氏 

１６：３０ ～ １７：００  意見交換・質疑応答 

１７：００           閉 会 

平成２７年１０月２３日（金） 現地見学会（見学箇所は貸切バスでご案内します）         

８：００         木曽森林管理署 王滝事務所（木曽郡王滝村中越 2471-1）出発 

１０：００ ～ １３：００  三浦国有林２６２６林班ほか（昼食時間含む） 

              （林道の状況により、出発・到着時刻の変更があります） 

１３：０５         現地出発 

１５：００         木曽森林管理署 王滝事務所 到着予定 

 

８：００までに木曽森林管理署 王滝事務所へ

お集まりください。受付後、貸切バスへご乗車

いただきます。 

※現地へは自家用車での乗り入れはできません 

※貸切バス発着地への送迎はありません 
 

 

無 料【必要な方は昼食弁当代 700 円(お茶付

き)を申し受けますので、申込時に弁当注文の有

無をお伝えください。】 
 

40 名（先着順） 
 

 

 

 

 

 

 

 

集合場所 

 

 
 

 

 

 

 

参加費 

 

 
募集人員 

 

申込方法 

 

 

申込締切 

 

１３：００から１３：３０の間に王滝村公民館

へお集まりください。 

自家用車の方は駐車スペースの確保が出来ない

ため、木曽森林管理署王滝事務所（王滝村中越

2471-1）に駐車いただき、徒歩にて会場へお越

しください。 
 

無 料 

 

 
 

100 名程度 
 

１日目  １０月２２日（木）        ２日目  １０月２３日（金） 

 

参加申込およびお問い合わせは、以下の電話番号へおかけください。 

林野庁 中部森林管理局 技術普及課 技術開発主任官 下平（しもだいら） 

 TEL ０５０－３１６０－６５４８  FAX ０２６－２３６－２６１１ 

平成２７年９月３０日（水） 

み  う  れ 


